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　店でふと手に取るなり引き込まれた本書。昭和
という時代に生まれ、生きてきた懐かしさ？を感
じたのでしょうか。最近はIot技術、AI（人工知
能）、デジタル化というイノベーションに関連す
る用語が巷に溢れています。急速にイノベーショ
ンが展開しつつある現代において、機械に代替さ
れない仕事とはどんなものか？という問いかけ
に、「昭和の消えた仕事」というタイトルをみ
て、答えが見つけられるのではと考えました。
　昭和の時代に消えた仕事をまとめた本書です
が、製造・小売店での仕事について現代から考察
すると興味深い見方ができました。私は、本書に
掲載されている仕事を3つに分類してみました。
１.「本当に消えた仕事」、２.「消えそうだが着
実に続いている仕事」、３.「消えるどころか逆
に脚光を浴びている仕事」です。
　例えば、１.「消えた仕事」では、「文選工」
が該当します。30年くらい前までは印刷物を制作
するには、金属の活字を組み合わせて、構成した
書面を割り付けする仕事が不可欠でした。しか
し、パソコン等の画面で活字校正を行えるシステ
ム（DTP技術：「デスクトップパブリッシン
グ」）、ついでパソコンで文書が作成、校正、印
刷できるシステムが開発され、金属の活字が代替
されたことで、まさに文選工の職域は消えてしま
いました。他には、「豆腐売り」、「荒物屋」な
どが挙げられます。
　２.「消えそうだが着実に続いている仕事」と
して、各家庭常備薬を置き、使った分だけ清算す
る配置薬販売制度や「用いることを先にし、利益
は後から」といったビジネスモデルを作り上げた
「富山の薬売り」が挙げられます。一般社団法人
全国配置薬協会は、この配置薬販売制度を現代版
に改良して、広げることで保険制度設計に役立て
ようとしています。また、倒産したと泣きながら
ペンや雑貨等を露店で販売する「泣きばい」も該

当するでしょう。今でも大阪の街を歩いていると
「勤めていた工場が倒産したので」といったチラ
シを張った露天商をみかけますね。また、ホーム
センターに取って代わられた「よろず屋」です
が、地域の大工や工務店等を相手に専門性を高め
て生き残ったところがみられます。また、「畳
屋」も私の地元大阪府泉州地域あたりでは、街に
数店残っています。
　３.「消えるどころか脚光を浴びている仕事」
としては、日本の伝統的なものが多く、例えば藍
染での染に魅了され、「藍染め職人」を目指す人
が増加しています。また、近年インバウンド客が
本物の刀打ちを見学するツアーが開かれ、「鍛冶
屋」は注目され工場見学を積極的に実施し始めて
います。
　このように、昭和の時代に受け継がれた仕事を
改めて分析することで、創業などのビジネスの芽
や新たなサービスなどの視点が見えてきます。昔
のままでは価値が限定的だったのが、現代風にア
レンジするだけで価値が飛躍的に高まるのです。
こうした気づきを本書からイラストを通じて直感
的に感じられます。「イラストで見る」というサ
ブタイトルが示すように、イラスト作家の優しい
線画が昭和の懐かしさを細やかに映し出している
ことも必読です。
　昭和時代を生きてきた方、何か古くて新しい仕
事を探している方、日本らしい仕事を探している
方、この一冊がビジネスのヒントになるはずで
す。
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